

様式第５号（広島市防災訓練補助金交付要綱第１１条関係）

                                                  　令和８年３月２０日　

　（宛先）広島市長
       　                       申請者  住　所　広島市○区○○○丁目○番○号
団体名　○○学区自主防災会
代表者　会長　○○　○○
広島市防災訓練実績報告書
　　令和　　年　　月　　日付け広島市指令○○○第　　号により補助金の交付決定を受けた防災訓練を下記のとおり完了しましたので、領収書（写）等を添えて報告します。
記
１　補助対象に使用した経費
　　　

　　　１００，０００円
　２　訓練実施報告
⑴　訓練日時

令和　７　年　５　月　１０　日（　土　）９時００分　～　１２時００分

令和　８　年　３　月　１４　日（　土　）　９時００分　～　１２時００分（※）
（※）複数日にわたり、訓練を実施した場合は、上段に初回、下段に最終回の訓練日時を

それぞれ記入すること。

⑵　訓練実施場所（主な訓練実施場所となる施設等の名称を記入）
　　　　

　　　　　　○○小学校　　　
　　⑶　訓練種別（該当する訓練種別にチェック）
	☑
	避難訓練

	☑
	指定避難所運営訓練（情報収集・伝達訓練、給食・給水訓練等）

	□
	応急訓練（消火訓練、救出・救護訓練、ＡＥＤ操作訓練等）

	□
	防災意識啓発活動（避難所宿泊訓練、水害碑巡り等）


　　⑷　参加人数　　３００　　人（うち、避難行動要支援者　１０　　人）

※　主な訓練実施場所で実施する訓練に参加した人数を記入すること。
※　複数日にわたり訓練を実施した場合には、延べ人数を記入すること。
　　⑸　訓練の実施状況
別添写真のとおり
　　　※単位組織については、避難の呼びかけ体制構築・実践に係る取組を実施したことが分かる写真の提出もお願いします。
　　　※補助金で耐久資機材を購入した場合は、防災訓練で直接使用したことが分かる写真の提出もお願いします。
　　　
1 防災訓練に参加した防災士等の氏名（複数名の記入も可）
（氏名）　広島　太郎　　　　　　　　　　　　　　
2 耐久資機材の活用方法や保管場所を決定した防災士等の氏名及び保管場所
（耐久資機材を購入しない場合は記入不要）

（氏名）　広島　太郎　、広島　花子　　　
（保管場所）　○○集会所　　　　　　　　　
　⑻　土砂災害に対する備えの啓発に係る取組
　　　☑土砂災害に対する備えの啓発に係る取組を実施しました。
　⑼　避難の呼びかけ体制構築・実践に係る取組（単位自主防災組織のみ）
　　　☑避難の呼びかけ体制構築・実践に係る取組を実施しました。
　　

３　決算書（訓練経費）
	
	（１）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	
	
	項　目
	予算額
	決算額
	説　明
（内訳等）
	

	
	
	広島市防災訓練補助金
	（交付限度額）
１００，０００円
	※イ
１００，０００円
	
	

	
	
	自主財源
	会費等
	２０，０００円
	２２，８００円
	
	

	
	
	
	その他の収入
	
	
	
	

	
	
	その他の補助金
	
	
	
	

	
	
	計
	※ア
１２０，０００円
	１２２，８００円
	
	

	
	（２）支　出

	
	
	項　目
	予算額
	決算額
	説　明　※ウ
（内訳等）
	

	
	
	防災訓練経費
	補助対象経費
	物品等
（耐久資機材を除く）
	５０，０００円
	５２，８００円
	案内チラシ印刷費　２２，８００円
（単価１９円×１，２００部）
普及啓発用グッズ購入３０，０００円
（防災ホイッスル）
（単価１００円×３００個）
	

	
	
	
	
	耐久
資機材
	５０，０００円
	６０，０００円
	資機材購入費　６０，０００円
（車椅子２０，０００円×３台）
	

	
	
	
	補助対象外経費
	１０，０００円
	１０，０００円
	参加記念品　１０，０００円
	

	
	
	計
	※ア
１２０，０００円
	１２２，８００円
	
	

	
	（注１）※アは金額を一致させてください。
（注２）※イは交付限度額又は補助対象に使用した経費のうち、どちらか少ない額を記入してください。（どちらも予算額が上限となります。）また、「１　補助対象に使用した経費」と一致させてください。
（注３）※ウ　領収書（写）等は、品目、数量及び金額が記載されたものを添付してください。


【報告書提出先】


　各区役所地域起こし推進課








記入例





１箇所のみ記入








